
デジタル政策におけるグローバル連携の実現

デジタル政策フォーラム
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デジタル政策フォーラム 2021年9月設立
〜産学官の枠を越えた、新しい政策形成コミュニティ〜

1（注）賛同者約８０名。



デジタル政策フォーラム
～これまでの活動～

データ駆動社会の実現に向けた７つの視点
（2022年6月）

DPFJアジェンダ2021
（2021年9月）

ウクライナ侵攻とデジタル技術に関する教訓
（2022年3月）

デジタル政策におけるグローバル連携の実現
（2023年4月）

オープンカンファレンス
データ駆動社会におけるデジタル政策

(2022年1月）

緊急オープンカンファレンス
ウクライナ侵攻とデジタル技術に関する教訓

(2022年３月）
オープンカンファレンス

データ駆動社会におけるデジタル政策２
(2022年３月）

カンファレンス（国際公共経済学会と共催）
社会経済システムの変容：デジタル・コロナ・ウクライナ

(2022年６月）
オープンカンファレンス

日本の目指すデジタル国家像を考える
(2022年９月）

デジタルリスクフォーラム
ちょっと先のおもしろいデジタル

(2022年10月）

DPFJアジェンダ2022
（2022年4月）

DPFJアジェンダ2023
（2023年4月） オープンカンファレンス

デジタル政策におけるグローバル連携
(2023年4月＠高崎）

（備考）DPFJは約１００名の専門家が参加。上記の他、DPFJホームページにおいて専門家によるコラムを随時掲載（月２本程度）。
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フォーラム事務局として
“デジタ政策財団”を設立

(2023年4月）



データ駆動社会

現実世界

センシング、デジタル化、データの変換・抽出等
利活用サービス

ＡＩ

データが蓄積

ビッグデータ

データを基に分析
サイバー空間

社会課題

分析結果や
結果に基づく制御

社会的課題の解決

現実世界の
データを送信

現実世界へのフィードバッ
ク（新たな価値の創造）

様々なモノ・機械・ヒ
ト

EMS
自動運転スマート

ファクトリー
ヘルスケア

労働力不足医療費増大

資源枯渇
介護負担増大

ＩｏＴ

データの収集・蓄積・解析・活用によって社会の課題解決を図る
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ウクライナ侵攻とデジタル技術(概要)

(Source)https://gigazine.net/news/2022030
1-ai-made-sns-pic/

AIによる偽アカウント自動生成

ファクトチェック機関の活躍

偽ファクトチェック機関の登場

(出典) https://www.propublica.org/article/in-the-ukraine-conflict-fake-fact-checks-are-being-used-to-spread-disinformation

(出典) https://www.bellingcat.com/ 

(Source)https://www.buzzfeed.com/jp/kotahatachi/debunk-ukraina

（偽）ロシアの空挺部隊がキエフを襲撃。
その直前の映像。

（正）モスクワ軍事パレード（2020年）

（偽）ウクライナの爆発
（正）中国天津における倉庫爆発

映像(2015年)

（偽）ロシアがウクライナを侵略
（正）ロシアの戦争シミュレーション

ゲーム”War Thunder”の一場面

フェイクニュースの流布

SNSを活用したロシア軍の動向把握(eEnemy) IT軍(約32万人の民間人材、大半がウクライナ国籍）

(Source）
https://news.yahoo.co.jp/articles/b930
d93dddc1900dd8d911758e3dae4306e7
b0b0

偽動画（ディープフェイク）

OSINT情報のマッピング

ロシアによるフィッシング攻撃

(Source)                                    
https://services.google.com/fh/files/blogs/google_fog_of_war_research_r
eport.pdf

2021年３月
ロシア軍がウクライナ国境への
部隊集結を開始

2022年2月
ロシア軍によるウクライナ侵攻開始

ウクライナにおける攻撃対象者数
250%増加（2020年→や2022年）

(Source) https://jp.techcrunch.com/2022/03/30/ukraine-
use-telegram-chatbot-track-russia-troop/ (Source）https://maphub.net/Cen4infoRes/russian-ukraine-monitor



データ駆動社会：総論から各論へ
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データの量の増加

データ連携の促進

データの質の向上

データセキュリティの強化

データの流通速度の向上

サイバー国際ルールの整備

国際的整合性の確保

国際デジタル協定の締結促進
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データの質の向上

データセキュリティの強化

データの流通速度の向上

サイバー国際ルールの整備

国際的整合性の確保

国際デジタル協定の締結促進

●データ流通促進のための制度整備
👉👉欧州の制度（データガバナンス法、データ法案）を参照しつつ、データ
共有の促進やデータ取引（仲介）事業に係る制度を検討

●一定規模を越えるプラットフォーマーに対する事前規制の適用
👉👉データの特性を踏まえた事前規制の導入

●相互接続型スマートシティの実現
👉👉より大きなデータに基づく都市経営/共通的なクラウド基盤の整備/

API開放による課題解決ソリューションの導入促進/メタバースとの連
携による都市経営のシミュレーション機能の向上

●有志国によるサイバー国際ルールの整備
👉👉データローカライゼーションの禁止、アルゴリズム等の国による検閲の
禁止、AIアルゴリズムの透明性確保など、サイバー空間におけるルー
ルの国際的整合性の確保

●ソフトローの国際的調和の推進
👉👉ソフトローの適用に関する国際的整合性の「確保

●能動的サイバー防御のあり方に関する検討の推進
👉👉能動的サイバー防御（ACD)について、国際法の理念を十分踏まえ

つつ、 包括的な抑止戦略を明確にしつつ検討を推進。

●トラストサービスの制度整備
👉👉データの真正性を確保しつつ確実な流通を確保するためのトラスト
サービスの早急な整備

●データサプライチェーン確保のための制度的枠組みの検討
👉👉データ仲介機関の第三者認証制度（登録制）の整備/ブロックチェーン
技術を用いたデータ流通の仕組みの検討推進

●共同規制による偽情報対策の推進
👉👉共同規制(coregulation)型の偽情報対策の推進（国による運用ガイドラ

インの策定）
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データの量の増加
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✔上記の項目をG7を中心に国際デジタ
ル協定として合意、運用状況の評価、
必要な見直し

✔データ流通・連携に関する新たな官民
パートナーシップによる中立的組織や
プロジェクトの組成
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